
―くらしと未来を ささえつづける―

第３回いわき市下水道事業等経営審議会資料

【下水道施設の視察(中部浄化センター)】

令和４年７月

いわき市 生活環境部 生活排水対策室 経営企画課



1 施設の概要

―くらしと未来を ささえつづける―

区分 内 容

所 在 地 いわき市小名浜大原字芳際１（昭和61年11月供用開始）

敷地面積 23.7 ha

処理方法
・標準活性汚泥法を採用している。※４頁参照
・塩素滅菌後の処理水は、藤原川に放流される。

年間総処理水量の比較（令和3年度）

北部浄化センター
10,129千㎥

37.0％

東部浄化センター
4,723千㎥

17.2％

中部浄化センター
10,936千㎥

40.0％

南部浄化センター
1,582千㎥

5.8％

年度 R元 R2 R3

北部浄化センター 10,684 9,886 10,129

中部浄化センター 9,918 9,889 10,936

東部浄化センター 5,450 5,243 4,723

南部浄化センター 1,578 1,586 1,582

計 27,630 26,604 27,370

過去3か年の推移
（単位：千㎥）



2 計画諸元
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区 分 全体計画 事業計画 現有施設
（令和３年度末）

処 理 区 域 面 積 2,713 ha 2,713 ha 1,989 ha

処 理 人 口 94,900 人 103,290 人 86,566 人

計画汚水量

日 平 均 41,300 ㎥／日 41,700 ㎥／日 35,400 ㎥／日

日 最 大 48,500 ㎥／日 49,000 ㎥／日 42,000 ㎥／日

排 除 方 式 合 流 式 合 流 式 分 流 式

処 理 方 式 標準活性汚泥法 標準活性汚泥法 標準活性汚泥法

処 理 能 力 49,000 ㎥／日 49,000 ㎥／日 35,000 ㎥／日

計画水質

流 入
BOD 220 mg/ℓ
SS    180 mg/ℓ

BOD 220 mg/ℓ
SS 180 mg/ℓ

放 流
BOD  15 mg/ℓ
SS 5 mg/ℓ

BOD  15 mg/ℓ
SS 5 mg/ℓ

放 流 先 藤 原 川 藤 原 川



3 公共下水道の仕組み
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【生活排水】

【マンホール】

【沈砂池ポンプ場】

【最初沈殿池】

【反応タンク】

【最終沈殿池】

【水質試験】

【汚泥処理施設】

【消毒施設】

※現在は路盤材等に使用



4 処理フロー
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生汚泥 →

脱 水 焼却処分

脱離液

← 返送汚泥

← 余剰汚泥

最初沈殿池
最終沈殿池 滅菌槽

濃縮槽

反応タンク 放流水

生

下

水

肥料または路盤材等

路盤材

（処理フロー）

沈砂池

〈標準活性汚泥法〉



5 配置平面図
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⑧～⑩(増設)
下水汚泥等利活用
施設建設予定地



6 中部浄化センター（上空からの写真）
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7 中・東部処理区統廃合事業①
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【東部浄化センター全景(上)・老朽化状況写真(下)】

東部浄化センターは、供用開始から50年以上が

経過しており、施設の老朽化が著しいことから、令

和４年度末までに東部処理区を中部処理区（中部浄

化センター）に統合し、施設の更新や維持管理に係

るコスト削減を図るもの。

【中部浄化センターと東部浄化センターの位置図】

参考資料
(第2回審議会資料)

中部処理区

東部処理区

事業概要



事業効果は、現東部浄化センターの改築・更新による継続使用と比較し、

建設費で約21億円、年間の維持管理費で約1.4億円の削減を見込む。

8 中・東部処理区統廃合事業②
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事業効果

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R４年度 R５年度

設計期間

事
業
着
手

東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
廃
止

中
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
統
合

接続管きょの整備（分流・合流）

東部ポンプ場への改造

中部浄化センター水処理施設の増設

【事業スケジュール】（予定）

参考資料
(第2回審議会資料)



9 下水汚泥等利活用事業①
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本事業は、持続可能な下水道事業経営や循環型社会へ貢献する観点から、老朽化した衛

生センター(し尿処理場)を廃止し、その機能を浄化センター(下水処理場)に統合するととも

に、現在、焼却処分している下水汚泥等を再生可能エネルギーとして利活用するもの。

※当該事業の実施にはＰＦＩ手法を活用

下水汚泥やし尿・浄化槽汚泥の処理のイメージ

焼却処分

現在
再生エネルギーとしての利活用

（バイオガス発電・固形燃料化物の製造）

今後転換

※PFIとは
・公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法である。
・PFIの導入により、国や地方公共団体の事業コストの削減、より質の高い公共サービスの提供が期待できる。

事業概要

参考資料
(第2回審議会資料)



10 下水汚泥等利活用事業②
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受入施設

中部浄化センター

固形燃料化設備

受入施設 嫌気性消化設備

汚泥脱水機

燃料化棟

南部浄化センター

事業期間内（設計・建設期間及び20年間の維持管理・運営期間）で以下の効果が期待される。

⑴ 約120億円のコスト縮減（既存施設の更新費用と比較して、約42％減）

（建設改良費約40億円減・維持管理費約70億円減、消化ガス売却等市の収入約10億円）

⑵ 年間 約7,700t-CO2 の温室効果ガス削減（既存施設と比較して、約96％の削減)

事業効果

参考資料
(第2回審議会資料)



11 下水汚泥等利活用事業③
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R４年度 R5年度 R６～25年度

12月 ９月 ２月 ３月

R2年度 R3年度

建設期間

建設期間

設計期間

事
業
契
約
締
結

建
設
着
手
【
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

建
設
着
手
【
中
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

維
持
管
理
・
運
営

【
中
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】

事業スケジュール（予定）

参考資料
(第2回審議会資料)


